
「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」臨時会で 
過去の検査記録を確認いただきました 

 
１．日 時 平成１５年７月１７日（木） 18:30～21:20  
２．場 所 柏崎刈羽原子力発電所 ビジターズハウス 
３．内容 

◆ 添付の資料を用いて、今回の定期検査期間での点検状況等

をご説明いたしました。 
◆ 当発電所４号機 再循環系配管のうち今回検査を行わなか

った溶接線 10 箇所の過去５年間の検査記録を公開・確認

いただきました。 
 

以上 
 

 
       
 



ご説明用資料
（Ｋ－４　配管及び容器の超音波探傷検査関連）

東京電力株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

平成１５年７月１７日
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１．Ｋ－４　第７回定期検査での点検状況

容
器

配
管

６／１２
０３１０Ａ系

０ １ ０ １Ｂ系

６８（６）／７８　　　　　　　　　　（　）内はひびが確認された継手

３１（４）／３７００３１（４）０Ｂ系

３７（２）／４１３６２８（２）０Ａ系

供用期間中検査点検後５年を経過して
いる箇所

供用期間中検査を実施し
ていない箇所

過去に欠陥指示が確認
された箇所

点検数／総継手数

④③②①

点検箇所
内訳

② ② ② ②②

Ａ系

③

③
②

②

②

②

②

② ②
②

②

②

③

②

②

②
②

②

②
②

②
② ③

③④ ②
②

②
②③

④
④

２

２

②

②
②

Ｂ系 ②

②

② ②

②

②

②

②

②

②

②②

②②②②②

② ② ② ② ②

２
２

２

２

〔③〕〔②〕〔③〕〔③〕 〔②〕 〔④〕
〔　〕　：　圧力容器

：ひびが確認された継手



２．Ｋ－４　過去５年間の点検箇所

Ａ系 Ｂ系

1-C040AY
(2001)

W2439(N1B)
(2001)

W2428(N2A)
(1999)

W2438(N1A)
(2001)

W2437(N2K)
(2001)

W2433(N2F)
(2001)

W2435(N2H)
(1999)

3-C003AY
(2000)

3-C048AY
(2001)

101-W129BW
(1997)

104-C108BW
(1999)

104-C109BW
(1999)

104-C105BW
(1999)

104-C104BW
(1999)

サンプル

サンプル

：圧力容器

124-W118BW
(2001)

2-C046AW
(2000)

溶接番号
（ 点検年 ）



３．ＩＳＩ実施フロー

ＩＳＩ　１０年計画

対象継手選定 Y
X

０°

反射源位置

①入射位置
②反射源位置（Ｘ、Ｙ、ビーム路程）
③エコー高さ（ＤＡＣ２０％以上）
④探傷条件、検査員等の記録

基本探傷

PSI又は前回ISI記録

評　　価
疑わしいエコー

100%DAC

20%DAC

DAC

MAX　DAC

ビーム路程

エコー高さ，ビーム路程

２次クリーピング波法等

終　　了

評　　価

・形状エコー
・金属組織エコー

内面開口無

欠　　陥



４．距離振幅補正曲線（ＤＡＣ）

１／８Ｓ３／８Ｓ対比試験片 ９／８Ｓ ７／８Ｓ ５／８Ｓ

ＤＡＣ１００％

１／４Ｔ

３／４Ｔ

横穴（６００Ａの場合φ３．２ｍｍ） １／８Ｓ ３／８Ｓ ５／８Ｓ ７／８Ｓ ９／８Ｓ

【参考】
探傷例

２０％以上

１００％以上
■記録レベル：ＤＡＣ２０％以上で記録作成

■判定基準：ＤＡＣ１００％以上の指示長さが板厚の１／３以内

【溶接技術基準より】 （形状エコー、金属組織エコー以外）



５．超音波エコーの分類（反射源の分類）

■　形状エコー
　　裏波部エコー等

■　金属組織エコー
　　柱状晶伝搬エコー等

■　ひび等からのエコー（有意なエコー）
　　ＳＣＣのひび等によるエコー

運転に伴う変化なし

運転に伴う変化なし

運転に伴い発生

配管

金属組織エコー

要記録エコー

形状エコー

きず



柏崎刈羽原子力発電所　４号機

３回

H9.9～
H9.12

４回

H11.1～
H11.3

５回

H12.4～
H12.6

６回

H13.7～
H13.12

７回*3

H15.1
～

８回

H15
年度

９回

H17
年度

１０回

H18
年度

１１回

H19
年度

原子炉再循環出口管台(N1)と
ｾｰﾌｴﾝﾄﾞの溶接部

2 0 2 2 2

原子炉再循環入口管台(N2)と
ｾｰﾌｴﾝﾄﾞの溶接部

10 0 10 2 2 6 4 2 4

30 11 19 0 0 2 3 27 6 4 2 7
7回に点検後、指示ｴｺｰがあった箇所を取替
取替前32箇所 → 一部取替後30箇所（取替時

に11箇所についてHSW*5を実施）

12 0 12 0 4 0 0 8 4 4 2 2

20 0 20 0 0 0 0 20 0 7 8 5

残留熱除去系配管溶接部
（呼び径100A以上）

11 0 11 0 0 0 0 11 0 4 4 3

原子炉冷却材浄化系配管
溶接部（呼び径100A以上）

3 0 3 1 0 0 0 2 1 1 1 0

ｼﾞｪｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ計装管台とｼｰﾙﾎﾞﾃﾞｨ
の溶接部

2 0 2 1 1 1 1

合　　計 90 11 79 1 7 2 7 75 16 20 21 22

*3：今停止中に点検実施済。一部取替を実施。 *5：応力腐食割れ対策（水冷溶接）

*4：各定期検査の時期及び点検箇所数については今後変更もありうる。

表２　原子炉再循環系配管等の点検計画（１４／１５）

点検部位 *1
点検

箇所数*2
(8～11回)

原子炉再循環系配管
溶接部
（呼び径100A以上）

*2：取替時に有効な応力腐食割れ対策が施されている部位を除いた、現有配管（取替後）の指示文書に基づく点検対象継手数

*1：SUS316L材を用いて溶接が行われた原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する配管類のうち、日本電気協会規程「軽水型原子力発電所用機器の供用期間中検査」（JEAC4205-
2000）において体積検査（超音波探傷試験）を要求されているもの。

備　　考

SUS316L系
材の

総継手数
（取替後）

応力腐食割
れ対策
箇所数

点検実績（箇所数） 点検計画（箇所数）*4

（母　　管）

（ﾍｯﾀﾞｰ管）

（ﾗｲｻﾞｰ管）

３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 11回

約５年

約５年（計画）

：定期検査回数（◎は実績を示す）

：運転期間

注１：点検実績は終了した定期検査での「点検実績」としてまとめている

注２：第７回定期検査は終了していないため「点検計画」としてまとめている

注３：再循環系配管の範囲を示している

注４：至近５年間での再循環系配管点検範囲（全数７８）を示している

注５：今回の第７回定期検査での再循環配管点検範囲６８（２７＋８＋２０＋１１＋２）
　　　を示している

注６：「点検箇所数（８～１１回）」の「合計」７９は８回～１１回の点検計画の合計
　　　（１６＋２０＋２１＋２２＝７９）と一致する

注１ 注２注３

注６ 注６

注４

注５
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